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H23.3.11東日本大震災資料：農業センサス

１．営農の状況（これまでの営農状況）

①農家数の推移

平成2年から22年までの20年間
で農家数が5,528戸から3,969戸
に減少しています。平成27年では
2,222戸に減少しています。
全世帯に対する農家率も平成22

年の16.6％に対して平成27年では
9.5％に減少しています。
震災後は、減少幅が大きくなっ

ています。

②水稲作付面積と収穫量の推移

作付面積は平成18年から22年
までの4年間で180ha減少してい
ます。
震災後の平成23年は作付ができ

ず、平成26年は100haとなって
います。
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資料：南相馬市 まちＤス 2015

（千ｔ）

※自給的農家：経営耕地面積が30ａ未満かつ農林業センサス調査期日前1年間における
農産物販売金額が50万円未満の農家
※兼業農家と専業農家の計が販売農家
※販売農家：経営耕地面積が30ａ以上又は農林業センサス調査期日前1年間における農
産物販売金額が50万円以上の農家
※農家率（％）＝農家計÷世帯数
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 農地除染の目標は、近隣住民及び農業従事の方々への放射線量を低減する観点から、
生活圏と同等

２．農地除染の目標

 農業生産を再開できる条件を回復させるという観点から、農地土壌中の放射性セシウム
濃度を、米の予備調査の対象区域となる基準である1,000Bq/kgを下回ることができる
よう配慮するとともに農畜産物から放射性セシウムが検出されないこと

 生活圏の除染目標
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• 平成26年12月末までに、年間の追加被ばく線量を平成23年9月末と比べて、
放射性物質の物理的減衰等を含めて60％低減すること

• 成人に比べて放射線の影響を受けやすい子どもの生活環境については60％低減
目標をさらに上回ること

• 長期的目標は、追加被ばく線量が1.0mSv/年以下になること

• 国道６号の東部区域及び国道６号の西部区域については、平成29年3月末まで
に空間線量率が0.23μSv/h以下になること



３．農地除染作業

① 平成24,25年度に農地除染の進め方及び
一時集積所の設置について、鹿島区26行
政区、原町区40行政区、計66行政区に
おいて説明会を開催しました。

② より丁寧に説明し理解を頂くため、行政
区毎の小さな単位で、農業用水路（用排
水路）及び農地除染に係る説明会を、平
成26年に119回開催しました。

作業計画図書の作成

除染対象地区への説明

作業完了報告

事前モニタリングの実施

除染作業の実施

事後モニタリングの実施

３－１．農地除染作業（水路除染）

① 水稲作付において、水路を通して
田に水を引き入れることに対する
不安があったため、先行して水路
除染に着手しました。

② 除染実施箇所に漏れをなくすため、
二つの方法をとりました。
・行政区へ図面により除染対象路
線の説明・確認をしました。実
施期間中に作業計画にない水路
があった場合は追加して除染し
ました。

・実施後は、更に漏れを防止する
ため図面を行政区へ配布し実施
箇所の確認を頂きました。

行政区水路追加図面

市が把握できなかった現況水路、個別に使っている水路等、
農業用に使用している水路を書き込み頂きました。
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水路の除染実施方法
除草、堆積物（汚泥）除去、高圧水洗浄

④ 用水からの汚染拡大防止に配慮し、上流側の水路
から除染に着手しました。

⑤ 土水路の堆積物の除去については、水路の勾配に
も配慮しました。

⑥ 蓋付水路内及び暗渠内の堆積物除去も実施しまし
た。

３－１．農地除染作業（水路除染）

堆積物の除去

• 水路内の落葉、苔、泥等の堆積物をあ
らかじめスコップ等を用いて除去しま
した。

• コンクリート側溝の目地が深い場合、
ブラシ等を用いて堆積物を除去しまし
た。

• 人力で除去物を運搬する場合は、飛散
しないよう運搬台車をシート等で覆い
漏水防止を図りました。

• 堆積物の含水率が高く、スコップ等で
の除去が困難な場合は、バキュームに
よる吸引を行いました。 5



作業後作業前

３－１．農地除染作業（水路除染）

• 水圧による土等の飛散を防ぐために周囲を
シートで保護しました。

• 最初は低圧での洗浄を行い、洗浄水の流れや
飛散状況を確認し、徐々に圧力を上げて洗浄
しました。

• 洗浄効果を得るために除染する場所に噴射口
を近づけるとともに、適切な移動速度で洗浄
しました。

高圧水洗浄
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水路除染イメージ図



３－１．農地除染作業（水路除染）

①水路の空間線量率（高さ1.0ｍ）測定結果

水路除染の結果

②水路の表面計数率（高さ1.0cm）測定結果
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空間線量率（1.0ｍ） （μSv/h）

測定か所数 39,448(か所）

除染前 除染後

平均値 0.30 0.25

平均低減率 16.7%

• 除染前の測定値で1.0μSv/h以上が681か
所ありました。

• 1.0μSv/h以上が、除染後、186か所に減
少しました。

表面計数率（1cm） （cpm）

測定か所数 39,448(か所）

除染前 除染後

平均値 136 86

平均低減率 36.8%

• 除染前の測定値で1,000cpm以上が83か
所ありました。

• 1,000cpm以上が、除染後、9か所に減少
しました。

• 今後、詳細事後モニタリングで放射線量を
確認します。



３－１．農地除染作業（水路除染）
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水路除染等により

• 福島県や市が行った農業
用水の水質検査結果から、
１Bq/kg以下の数値と
なっており、市の農業用
水は安全な水準でありま
す。

• 水路の除染及び用水の検
査結果から、営農ができ
る環境に回復しています。

水 系 採水箇所数
測定値（Bq/kg）

Cs-134 Cs-137

原町区

新井田川 8
検出せず 検出せず

新堤ため池 1 検出せず 検出せず

長兵衛ため池 1
検出せず 検出せず

高ノ倉ダム 7 検出せず 検出せず

太田川 11 検出せず 検出せず

鹿島区

真野川 9 検出せず 検出せず

大日川 3 検出せず 検出せず

上真野川 2 検出せず 検出せず

戸屋前堰 1 検出せず 検出せず

◆南相馬市農業用水の放射性物質濃度測定結果（南相馬市）
採水：平成27年5月15日～6月10日
測定：平成27年5月17日～6月12日

◆南相馬市内農業用水の水質検査結果（福島県）

水 系
採水
箇所
数

ろ過前Cs-134＋Cs-137（Bq/kg）

H25.10 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H27.6 H27.8

鹿島
区

真野川 2 採水せず 未検出 未検出 未検出 未検出
採水せず
～未検出

採水せず
～未検出

原町
区

新田川 5
採水せず
～0.3

未検出
～0.3

未検出
～0.4

未検出
～0.3

0.2～
0.4

採水せず
～0.2

採水せず
～0.2

太田川 13
採水せず
～1.1

未検出
～0.8

水無
～3.9

水無
～0.8

水無
～5.5

採水せず
～0.5

採水せず
～0.5

小高
区

小高川 3 採水せず
未検出
～0.2

未検出
～0.2

未検出
～0.2

未検出
～0.2

採水せず
～未検出

採水せず
～未検出

宮田川 1 採水せず 未検出 未検出 未検出 0.2 採水せず 採水せず

※検出限界は0.2 Bq/kg。
※太田川水系で、H26.6に3.9 Bq/kg、H26.8に5.5 Bq/kgの箇所は貯水池

※検出限界 Cs-134：0.28～0.42 Bq/kg、Cs-137：0.33～0.49 Bq/kg



３－２．農地除染作業（農地除染）

① 仮置場等の確保が困難な状況が続きましたが、行
政区の力をお借りして設置し、その状況や空間線
量率を踏まえ、原則、行政区等を単位として除染
を実施しました。

② 除染同意の取得に併せて農地状況調査票を作成し、
農地の状態等について調査し、より良い除染を行
うための基礎としました。

③ これを基に除染作業計画書の作成において、所有
者等と相談して、筆毎に工種の設定を行い、併せ
て除染後の地力回復のための土壌改良材について、
所有者等の意向に合わせて施肥量の調整を行いま
した。

④ 各農家へアンケートを実施し、作付予定の農地を
優先的に実施しました。
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３－２．農地除染作業（農地除染）
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農地状況調査票

農地状況調査項目

• 震災以降の耕起の有無
• 対象農地の現状（作物栽培、
雑草繁茂等）

• 栽培中は作物名
• 耕盤層までの深さ
• 石礫の有無
• 石礫層までの深さ



３－２．農地除染作業（農地除染）
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農地除染作業計画書

農地除染作業計画書相談項目

１．工種
（１）削り取り（２）反転耕（３）深耕（30cm以上）（４）深耕（20cm～30cm未満）

２．肥料散布（ｋｇ／10ａ）
・けい酸カリ（１）４０kg （２）６０kg （３）３０kg （４）３０kg
・ようりん （１）６０kg （２）８０kg （３）４０kg （４）４０kg
・ゼオライト（１）１０００kg （２）１０００kg （３）５００kg（４）５００kg
・堆肥 （１）１０００kg （２）１０００kg （３）５００kg（４）３００kg
※市内の土壌調査結果から上限を設けた中で所有者等の意向に合わせて施肥量を調整



３－２．農地除染作業（農地除染）

⑤ 地域の農地（耕土深、石礫の有無、水はけ等）を
知り尽くし、深耕・反転耕等の作業を熟知してい
る地元農家（復興組合、保全管理組合、農業生産
法人）の方々の協力を得て除染作業を実施しまし
た。

地元農家の方々の協力を得る
際には、除染電離則に基づく
講習会等を実施し、作業の安
全性を確保しました。

• 広大な農地面積を除染するためには、多くのト
ラクタ等の農業用機械及び作業員の確保が課題
でありましたが、地元農家の方々の協力を得る
ことで確保につながるものと考えました。

• 農地所有者は見ず知らずの作業員が農地に立ち
入ることについて心配がありましたが、これを
解消するために、地元農家の方々が作業員とな
ることで除染作業を安心して任せられるものと
考えました。

• 地元農家の方々にとっても、作業に協力いただ
くことで、震災後、営農できないことによる再
開意欲低下及び農業機械の不稼働による故障等
への防止が図られ、除染後の速やかな営農再開
にもつながるものと考えました。

田、畑、牧草地、果樹園の除染実施方法
① 田、畑、果樹園

表土の削り取り・客土、深耕、反転耕、
土壌改良材の施肥、除草

② 牧草地
表土の削り取り・客土、深耕、反転耕、
土壌改良材の施肥、除草、播種、鎮圧
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３－２．農地除染作業（農地除染）

• バックホウで5cm程度表土を削り取り、大型
土のう袋に詰め込み搬出しました。

• 削り取った後は、元の高さまで客土し、地力
回復のため土壌改良材を散布しました。

表土の削り取り・客土

深 耕

• 深耕ロータリー等を使用して、深さ30cm程
度を基本とし深く耕しました。放射性物質の
吸収抑制と地力回復を目的として土壌改良材
を散布しました。

反転耕

• プラウ付きトラクタ等で放射性セシウム濃度
の低い下層土壌を上層に反転しました。耕土
が30cm以上の農地で実施しました。

• 深耕と同様に土壌改良材を散布しました。

※プラウ：トラクタにより牽引され、土を耕起反転、破砕する農機具
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• 深耕・反転耕により、営農に支障のでる石礫
が発生した場合には、ストーンクラッシャー
により破砕処理しました。除染後の営農にお
いて、より良い農地の環境となりました。

石礫破砕



３－２．農地除染作業（農地除染）

①農地の空間線量率（高さ1.0ｍ）測定結果

農地除染の結果

②農地の表面計数率（高さ1.0cm）測定結果
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空間線量率（1.0ｍ） （μSv/h）

測定か所数 64,904(か所）

除染前 除染後

平均値 0.43 0.27

平均低減率 37.2%

表面計数率（1cm） （cpm）

測定か所数 64,904(か所）

除染前 除染後

平均値 176 114

平均低減率 35.2%

• 除染前の測定値で1.0μSv/h以上が3,807
か所ありました。

• 1.0μSv/h以上が、除染後、79か所に減少
しました。

• 今後、詳細事後モニタリングで放射線量を確
認します。

• 除染前の測定値で1,000cpm以上が46か
所ありました。

• 除染後、全ての箇所で1,000cpm未満と
なりました。



３－２．農地除染作業（農地除染） 空間線量率除染前後比較
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◆ 除染後空間線量率 地上１ｍ ◆◆ 除染前空間線量率 地上１ｍ ◆



３－３．農地除染作業（農道除染）

① 行政区へ図面により除染対象路線の説明・確
認をしました。実施期間中に作業計画にない
農道があった場合は追加して除染しました。

② 実施後は、更に漏れを防止するため図面を行
政区へ配布し実施箇所の確認を頂きました。

③ 追加被ばく線量の高低に応じて区域を分ける
とともに、農道の路面状況に応じて最も効果
的な除染を実施しました。

堆積物の除去

• 路肩等の堆積した土砂等を道路専用の機械
や人力で除去しました。

• 未舗装の道路では落葉、苔、泥等の堆積物
の土壌等をスコップ等で除去しました。

• 舗装道路の場合は原則として専用機械を使
用することで短期間での実施に寄与しまし
た。なお、周辺の飛散防止に配慮しました。

農道の除染実施方法
①（特定避難勧奨地点及び年間5ミリシーベルト超を含む区域）
• 舗装道路 ： 除草、堆積物除去、高圧水洗浄
• 未舗装道路（土） ： 除草、堆積物除去、表土削り取り・客土
• 未舗装道路（砂利） ： 除草、堆積物除去、砕石除去・砕石敷均し

②（その他の区域）
• 路肩の除草

16

農道除染イメージ図



３－３．農地除染作業（農道除染）

高圧水洗浄

• 舗装道路の路面の表面に入り込んだ細かな土砂分に
ついては高圧水を噴射しながら専用機械等で除去し
ました。

• 水圧による土砂等の飛散を防ぐために、洗浄水の流
れや飛散状況を確認しつつ、圧力を調整しながら、
徐々に圧力を上げて洗浄を行いました。

• 水を周囲に飛散させないよう、高所から低所へ向け
洗浄しました。

表土の削り取り・客土、砕石除去・敷均し

• バックホウ等の重機と人力により未舗装道路の表
土・砕石を5cm程度削り取りました。

• 削り取った表土が周辺に飛散しないように必要に
応じシートや合板等による飛散防止対策を行いま
した。

• 削り取った後は、元の高さまで客土や砕石により
敷均し、転圧を行いました。
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３－３．農地除染作業（農道除染）

①農道の空間線量率（高さ1.0ｍ）測定結果

（１）農道除染の結果

②農道の表面計数率（高さ1.0cm）測定結果
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空間線量率（1.0ｍ） （μSv/h）

測定か所数 4,335(か所）

除染前 除染後

平均値 0.32 0.24

平均低減率 25.0%

表面計数率（1cm） （cpm）

測定か所数 4,335(か所）

除染前 除染後

平均値 174 99

平均低減率 43.1%

• 除染前の測定値で1.0μSv/h以上が42か所
ありました。

• 除染後、全ての箇所で1.0μSv/h未満となり
ました。

• 除染前の測定値で1,000cpm以上が17か
所ありました。

• 除染後、全ての箇所で1,000cpm未満と
なりました。



４．営農の状況（現在の営農状況）

（１）水稲の作付の再開状況

平成28年度は22年度と比較すると、生産者戸数が469戸と2,594戸減少（84.7％減）し、
作付面積が1,763haと3,267ha減少 (65.0％減）しています。
27年度と比較すると、農地除染が27年度に終了したことにより、28年度の生産者戸数が

233戸増加し約２倍に、作付面積が1,034ha増加し約２．４倍になっています。

22
年度

23
年度

24
年度

25
年度

26
年度

27
年度

28年度
（暫定値）

29年度
目標

生産者数（戸） 3,063 0 109 158 88 236 469 -
作付面積（ha） 5,030 0 15 123 106 729 1,763 2,100

※市農政課（南相馬市地域農業再生協議会データ）

（２）野菜の生産出荷の状況

平成27年度は22年度と比較すると、生産者戸数が265戸と466戸減少（63.7％減）し、
作付面積が57haと163ha減少（74.1％減）しています。野菜も水稲作付と同様に大きく
減少しています。

22年度 26年度 27年度

生産者数（戸） 731 244 265

作付面積（ha） 220 63 57
※ＪＡふくしま未来からの聞取りを基に作成
（旧ＪＡそうま取扱い分のみ）
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（１）農産物等の検査結果 （平成29年2月6日現在）

５．農地除染等の効果

①ふくしまの恵み安全対策協議会 放射性物質検査情報

検査
数量

25未満 25～50 51～75 76～100 100超

数量 割合 数量 割合 数量 割合 数量 割合 数量 割合

平成24年産 1,294 1,242 96.0 48 3.7 4 0.3 0 0.0 0 0.0

平成25年産 12,237 10,011 81.8 1,466 12.0 414 3.4 319 2.6 27 0.2

平成26年産 11,142 11,125 99.9 16 0.1 1 0.0 0 0.0 0 0.0

平成27年産 21,390 21,364 99.9 25 0.1 1 0.0 0 0.0 0 0.0

平成28年産 37,520 37,485 99.9 35 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0

※検査結果の数値区分の単位はいずれも「Bq/ｋｇ」です。

平成25年産米で基準値超過（100Bq/ｋｇ超）がありましたが、26年以降は全て基
準値以下となり、測定下限値未満割合（不検出割合）は24年産が96.0％、25年産が
81.8％、26年産以降が99.9％となりました。

・米の全量全袋検査結果（南相馬市産米）

※割合は％です。
※25未満は測定下限値未満です。
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• 農地の除染後の空間線量率（1.0ｍ）は市内平均で0.27μSv/hとなり、37.2％の低
減となりました。特定避難勧奨地点を含む区域及び年間5mSv超を含む区域を除く国
道６号の西部区域（緑地区）は平均で0.19μSv/hとなり、国道６号の東部区域（青
地区）は平均で0.15μSv/hとなり、この二つの区域の目標である0.23μSv/hを下
回ることとなりました。

• ふくしまの恵み安全対策協議会による南相馬市産の米の全量全袋検査では、平成25年
産米で基準値超過（100Bq/ｋｇ超）がありましたが、26年以降は全て基準値以下と
なり、測定下限値未満割合（不検出割合）は24年産が96.0％、25年産が81.8％、
26年産以降が99.9％となり、農業生産の再開の目標である放射性セシウムの不検出
に近づいております。

• 除染後の水路の用水の放射性セシウム濃度については、福島県や市が行った農業用水
の水質検査結果から、１Bq/kg以下の数値となっており、市の農業用水は安全な水準
であります。

• これらのことから、除染等により放射線量の低減及び農業生産の再開に向けた環境が
回復してきています。

６．評価

21



（１）南相馬市農林水産業再興プラン

７．今後の営農

平成27年度に、「南相馬市復興総合計画」を踏まえ、現場の声を反映した実行性のある
計画として「南相馬市農林水産業再興プラン」を策定。※市農政課

○基本理念 ○将来像（平成36年度）
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７．今後の営農
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